
研修計画－1 

〔校内研修の意義〕  

・学校の教育活動改善の原動力となること  

・学校の組織力を向上させること  

・学び合い、高め合うという同僚性や学校文化の形成に役立つこと  

・教職員個人の力量を向上させること  

平成２８年度校内研修基本方針  

 研究・研修担当 

１ はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           （長崎県教育センター Ｈ２５．３「校内研修のてびき」より）  

 

「校内研修」＝ 組織力と人間性を高める活動の基盤  

                    （長崎県公立学校教職員研修体系要項より）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔校内研修の必要性〕  

・学校ごとに教育課題が異なるため、学校現場に即した実践的研修が求められている

こと  

・山積みする教育上の諸問題に対し、校外研修だけでは不十分であること。また、校

外研修は、場所、時間、参加人数の制限があること  

・今後、ベテラン教職員の大量退職、経験の浅い若手教員の大量採用で、実践的指導

力やコミュニケーション力、チームで対応する力などがより一層求められること  

〔校内研修の定義〕  

・学校が主体となって、教育目標の実現に向け、校長の指導のもと計画的、組織的、

継続的に実施する研修  

・教育目標の実現を目指した、教職員の小グループによる日常業務と結びついた研修  

 （小集団による研修 ＳＧＡ；Ｓｍａｌｌ Ｇｒｏｕｐ Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ）  

【ＲＶ－ＰＤＣＡサイクルによる校内研修の推進】  

（Ｒ＝調査・分析、Ｖ＝構想、Ｐ＝計画、D＝実践、Ｃ＝評価、Ａ＝改善）  

①Ｒ…現状把握と課題の焦点化（強みと弱み）  

②Ｖ…ビジョン共有（学校経営方針：育てたい生徒像、高めたい学校像）  

③Ｐ…学校経営方針等の共有  

（学校経営方針に基づく校内研修にかかる重点努力事項や方策等） 

   研究組織の編成  

   研究テーマ設定（学校経営方針を踏まえ、達成可能で成果が実感できるもの）  

   年間計画立案（学校歴への位置付け）  

④Ｄ…授業研究や課題研修の実践  

⑤Ｃ…評価の実施（学校評価との連動）  

⑥Ａ…改善策の検討（研修の成果と課題の整理、次年度に向けた方向性の修正等）  



研修計画－2 

２ 研究テーマ  

「つながり」で育む主体的な学びの姿を目指して  

～横断・協働・連携～  

キーワード・・・『つながり』『主体的な学びの姿』     

 

 

『つながり』＝ 各教科のつながり「横断」  

         生徒同士のつながり「協働」  

         学校・家庭・地域のつながり「連携」  

 

『主体的な学びの姿』＝「確かな学力」を求める姿。（自ら意欲的に学習に取り組む姿） 

   ※「確かな学力」･･･基礎・基本を確実に身に付け、自ら課題を見つけ、自ら学び、

自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決す

る資質や能力  

                （基礎的・基本的な「知識や技能」、「学ぶ意欲」や「思考力・

判断力・表現力など」を含めた幅広い学力） 

【文部科学省：現行学習指導要領についてのリーフレット、ＨＰより】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教師が教科において横断的な学習活動を仕組めば、生徒の基礎・基本の定着が図

られるとともに、思考・判断・表現の力が育成されるであろう。 

２．教師が授業や諸活動において、生徒同士を協働的に学ばせる場面を設定すれば、

生徒相互の理解が深まり、学び合い、教え合う態度が育成されるであろう。 

３．学校・家庭・地域の連携のもとに学力向上に向けた取組がなされていけば、生徒

が安心して生活でき、学習に集中して取り組める環境をつくることができるであ

ろう。 

 

以上の３点がそれぞれ具体的な実践によって達成され、相互につながり合うこと

によって、生徒一人一人が主体的に学習に取り組む態度が育成されるであろう。 

〔研究仮説〕  

 各教科の中で横断的につながる学習活動や、授業や諸活動において生徒同士の協働

的な学びの場が設定され、さらに学校・家庭・地域の連携のもとに学力向上に向けた

取組がなされれば、生徒一人一人が主体的に学習に取り組む態度が育成されるであろ

う。  



研修計画－3 

３ 研究の基本方針 

（１）職員全員の参加 

  ○職員がそれぞれの授業改善の取組を公開、共有して教科の横断的なつながりを図る。 

  ○全職員が年間１回の研究授業を計画・実施する。授業研究については原則として、

授業を実施した日に行う。  

  ○全員参観を原則とした全体研究授業を学期に１回行う。授業研究は、授業を実施し

た日にワークショップ形式で行う。指導案（指導略案）の形式は原則として統一す

る。 

 

（２）個人研究とその実践 

○各教科における基礎・基本の定着を目指した具体的方策と評価の方法を研究する。 

○生徒の学習活動の活発化を図るための取組をする。 

  ○授業実践記録を残す。  

  ○家庭学習の習慣化を図る取組をする。 

   

 

（３）本年度研修内容 

  ○教科・領域の研究授業の実践 

○各教科における授業改善（言語活動の充実）に関する研修 

  ○特別支援教育に関する研修 

  ○カウンセリング・教育相談等、生徒理解についての研修  

  ○校外での研修会や出張の報告（研修の共有化）  

 

（４）研究組織  

 校長  

  

 教頭  

  

 研究推進委員会  

  

                                        

 授業研究部         学習環境部  

 

※ 研究推進委員会は、校長、教頭、教務、研究主任、各研究部長で構成し、各研究部に

おける取組の方向性の検討と進捗状況の確認をする。（必要に応じて拡大することが

ある。） 

 

 

 



研修計画－4 

 ◆授業研究部〔「言語活動の充実」を中心に据えた授業改善〕 

  ○授業改善についての研究〔各教科〕 

   ・学習の見直しを持たせる 

   ・書く活動の設定…思考力・判断力・表現力の育成（考えを文章で整理する） 

    ・小グループによる協働学習…学び合い、教え合いによる知識理解の伸長と                    

思考力・判断力・表現力の向上 

 

 ○特別支援の視点にたった教科指導のあり方の研究〔教師同士〕 

   ・小グループによる協働学習…学び合い、教え合いを通して理解を深める。 

                （知識理解、思考・判断・表現、コミュニケーション） 

                 →確かな学力 

 

  ○研究授業、全体研究授業の実践…教師同士の学び合い、教え合いにより指導力の

向上を目指す。 

                     （指導力の向上、指導における視点の育成、同僚

生の向上） 

                

◆学習環境部 

○学習規律五則の徹底 

  ・アンケートの項目の精選と評価の変更 

  ・アンケートの実施と分析･･･5 月、10 月（中間発表前）、2 月の 3 回 

    

○望ましい学習集団づくり 

・アンケートや個別面談の実施と分析 

  （実態を調査し、ペアやグループ活動に対する子どもたちの気持ちや意識を把

握する。 

 

  ・学級力を高める取組の研修 

  （校内研修等を用いて、集団力を高める取組について学んだり、職員同士で意

見交換したりする）→実態を踏まえた上で、各学級や各教科で学習集団を高 

             める取組をする。 

 

○特別支援の視点に立った教室や授業環境の整備 

  ・教室全面の掲示物の工夫（昨年度より継続） 

・学習室の整備、特別教室の効果的な活用 

 

 

 

 

 



研修計画－5 

４ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 年間研修計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

（１）健全な生活態度を育成し、豊かな心をもつ生徒を育成する。 

（２）基礎基本の確実な定着を図り、確かな学力をもつ生徒を育成する。 

（３）心身ともにたくましく、何事にもねばり強く取り組む生徒を育成     

する。 

「つながり」で育む主体的な学びの姿 

～横断・協働・連携～ 

 

 

 

研究仮説  

各教科が横断的につながる学習活動や、授業や諸活動において生徒同

士の協働的な学びの場が設定され、さらに学校・家庭・地域の連携の

もとに学力向上に向けた取組がなされれば、生徒一人一人が主体的に

学習に取り組む態度が育成されるであろう。  

授業改善 

・授業改善についての研究 

・特別支援の視点にたった教科指導の

あり方の研究 

・研究授業、全体研究授業の実践  

（授業研究部)  

学習環境の整備 

・学習規律五則の徹底 

・望ましい学習集団づくり 

・特別支援の視点に立った教室や授業

環境の整備 

(学習環境部) 

 



研修計画－6 

６ 研究組織 

 

教科 授業研究部 学習環境部  

 

全 

 

体 

 

会 

 

国語 

 

髙山 

 

青﨑 

 

社会 

 

岩本 

 

山浦 

 

数学 

 

森裕  

 

江上 

 

理科 

 

船井・山田仁  

 

 

英語 

 

森み  

 

山田理  

音楽 

保体 

 

西 

 

野口 

美術 

技家 

  

 

養護 

 

 

 

渋谷 

 

栄養 

 

 

 

吉住 

校長  

教頭  

研究推進委員会  


